
腎移植患者における帯状疱疹予防に関するお知らせ 
 
不活化ワクチンである乾燥組換え帯状疱疹ワクチン（シングリックス筋注用）の適応が拡

大され、帯状疱疹の発症リスクが高いと考えられる 18 歳以上の方へも接種が可能となりま
した。シングリックスは 50 歳以上を対象とした主要な臨床試験において、2 回の接種によ
り帯状疱疹に対する高い予防効果と、長期間にわたる予防効果の持続（約 10 年間）が確認
されています１,２,3。 

 
今回の接種対象者拡大の追加承認は、腎移植患者や自家造血幹細胞移植患者における臨

床試験結果 4, 5に基づいています。シングリックスは不活化ワクチンのため生ワクチンが禁
忌となる免疫抑制剤使用中の患者でも接種が可能です。現在のところ腎移植患者における
発症予防を検証したデータはありませんが、腎移植患者を対象とした臨床試験 4 において、
免疫原性が確認できています。問題となる副反応や、拒絶反応を増加させる報告はありませ
ん。また、自家造血幹細胞移植患者を対象とした臨床試験 5で検証された予防効果（約 2年
間の観察期間において 68.2％）は腎移植患者においても参考になり得るデータと考えてい
ます。 

 
固形臓器移植患者に対するワクチンの接種時期に関しては、CDCの勧告や海外の最新の

ガイドラインでは、原則、移植前に接種することが推奨され、移植前にワクチン接種が不可
能な場合は、移植後少なくとも 6～12 ヵ月後に接種することが望ましいとされています６,7。 

 
以上より、腎移植患者に対して帯状疱疹の発症予防のためにシングリックスを接種する

ことを、会員の皆様には積極的に検討して頂きますようお願い致します。 
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